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【木材利用事例】山腹崩壊地に施工した
丸太土留工（徳島県那賀町）

平成 24 年度事業概要記者発表

　５月９日の平成 24 年度四国森林管理局事業概要の記者発表について

紹介します。� 【詳細は、２頁】

市町村の計画策定への技術支援
（准フォレスター研修）
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五
月
九
日
に
、
平
成
二
四
年

度
四
国
森
林
管
理
局
事
業
概
要

に
つ
い
て
記
者
発
表
を
行
い
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
、

水
源
の
涵
養
、
国
土
の
保
全
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
多
面
的
な
機

能
の
発
揮
を
通
じ
て
恩
恵
を
も

た
ら
す
「
緑
の
社
会
資
本
」
と

し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
有
林
野
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
一
年
一
二

月
に
公
表
さ
れ
た
森
林
・
林
業

再
生
プ
ラ
ン
、
昨
年
一
二
月
に

林
政
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
た

「
今
後
の
国
有
林
野
の
管
理
経

　
平
成
二
四
年
度

四
国
森
林
管
理
局
事
業
概
要

〈
企
画
調
整
室
〉

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
踏

ま
え
、
平
成
二
五
年
度
に
一
般

会
計
に
移
行
す
る
た
め
の
法
案

が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
四
国
森
林

管
理
局
で
は
森
林
・
林
業
の
再

生
に
向
け
た
取
組
や
、
地
球
温

暖
化
防
止
を
は
じ
め
と
す
る
公

益
的
機
能
の
維
持
増
進
、
開
か

れ
た
「
国
民
の
森
林
」
を
旨
と

し
た
国
有
林
の
管
理
経
営
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
森
林
・
林
業
の
再
生

に
向
け
て
、
国
有
林
の
持
つ

フ
ィ
ー
ル
ド
、
組
織
、
技
術
力

を
活
用
し
、
人
材
育
成
の
た
め

の
研
修
の
実
施
、
森
林
共
同
施

業
団
地
の
設
定
な
ど
民
有
林
と

の
連
携
の
よ
り
一
層
の
推
進
、

木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
と
国

産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構

築
、
木
材
利
用
の
拡
大
な
ど
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
下
記
の

四
つ
の
柱
に
沿
っ
て
事
業
展
開

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一�

、
森
林
・
林
業
の
再
生
へ
の

貢
献

　

�　

「
今
後
の
国
有
林
野
の
管

理
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
を
踏
ま
え
、
地
域
の
担

い
手
と
な
る
林
業
事
業
体
や

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、

国
有
林
が
フ
ィ
ー
ル
ド
・
技

術
を
提
供
し
て
人
材
育
成
に

係
る
研
修
を
実
施
し
、
新
た

な
森
林
計
画
制
度
や
森
林
経

営
に
関
す
る
民
有
林
行
政
へ

の
人
材
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一

体
と
な
っ
た
森
林
共
同
施
業

団
地
の
設
定
を
推
進
し
て
森

林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

（
取
組
例
）

①�　

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
た
人
材
育
成
の
取
組

　

�　

新
た
な
森
林
計
画
制
度
の

下
で
、
森
林
所
有
者
等
に
よ

る
持
続
的
な
森
林
経
営
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
実

際
に
現
場
で
指
導
・
実
行
を

担
う
市
町
村
を
技
術
面
か
ら

支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

�　

そ
の
た
め
、
森
林
計
画
の

作
成
や
路
網
作
設
等
の
事
業

実
行
に
直
接
携
わ
る
な
ど
の

実
務
経
験
を
有
し
、
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
森
林
づ
く
り

を
計
画
、
指
導
で
き
る
技
術

者
を
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て

育
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
資

格
の
認
定
は
平
成
二
五
年
度

か
ら
行
う
こ
と
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で

の
間
は
、
都
道
府
県
や
国
の

職
員
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の

研
修
等
を
受
け
た
者
を
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
、
支
援

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

�　

平
成
二
四
年
度
は
、
四
国

森
林
管
理
局
の
森
林
技
術

セ
ン
タ
ー
を
研
修
拠
点
と

し
て
、
管
内
の
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し

な
が
ら
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

間伐実行監理演習森林施業検討会
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や
路
網
の
設
計
者
等
の
育
成

の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
国
有
林
の
持
つ

フ
ィ
ー
ル
ド
・
組
織
・
技
術

力
を
活
か
し
、
国
有
林
の
職

員
か
ら
も
民
有
林
行
政
を
支

援
す
る
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を

育
成
し
、
各
県
と
連
携
し
て

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作

成
や
森
林
経
営
計
画
の
認
定

な
ど
、
市
町
村
の
事
務
を
支

援
し
ま
す
。

②�　

森
林
共
同
施
業
団
地
の
設

定
の
推
進

　

�　

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ

ム
が
効
率
的
に
機
能
す
る
よ

う
「
施
業
の
集
約
化
」
が
必

要
で
す
。
そ
の
具
体
的
な

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
四

国
森
林
管
理
局
で
は
、
民

有
林
と
国
有
林
が
連
携
し

て
一
体
的
に
森
林
整
備
に

取
り
組
む
た
め
の
森
林
共

同
施
業
団
地
の
設
定
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

二�

、
木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化

と
安
定
供
給
に
向
け
た
取
組

　

�　

森
林
・
林
業
の
再
生
及
び

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
向

け
て
、
木
材
生
産
の
低
コ
ス

ト
化
、
大
口
の
需
要
者
に
対

し
て
原
材
料
と
な
る
木
材
を

安
定
的
に
供
給
す
る
「
シ
ス

テ
ム
販
売
」
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
治
山
事

業
等
に
お
け
る
木
材
利
用
を

推
進
し
国
産
材
の
利
用
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
伝
統
文
化
を
支
え
る

林
産
物
の
供
給
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
取
組
例
）

①�　

国
有
林
に
お
け
る
路
網
と

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し

た
低
コ
ス
ト
間
伐
の
推
進

　

�　

林
業
採
算
性
の
向
上
を
図

る
た
め
に
は
、
間
伐
に
お
け

る
コ
ス
ト
の
低
減
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
に
は
、
労
働
生
産
性

の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、

合
理
的
に
配
置
さ
れ
た
路
網

と
、
伐
採
、
搬
出
作
業
全
体

を
通
じ
て
生
産
性
が
高
ま
る

よ
う
な
人
員
や
林
業
機
械
の

配
置
に
よ
る
低
コ
ス
ト
で
高

効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム
を
普

及
・
定
着
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、

人
工
林
の
間
伐
を
実
施
す
る

際
、
路
網
と
林
業
機
械
を
組

み
合
わ
せ
た
作
業
シ
ス
テ
ム

を
積
極
的
に
導
入
し
て
お

り
、
急
峻
な
地
形
に
応
じ
た

低
コ
ス
ト
で
高
効
率
な
間
伐

の
推
進
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
繰
返
し
の
使
用

に
耐
え
る
丈
夫
で
簡
易
な
森

林
作
業
道
の
作
設
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
、
林
業
事
業

体
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
を
対

象
と
し
た
現
地
検
討
会
を
開

催
し
ま
す
。

②�　

国
有
林
材
の
シ
ス
テ
ム
販

売
の
取
組

　

�　

適
切
な
間
伐
の
実
施
に

よ
り
健
全
で
豊
か
な
森
林

づ
く
り
を
進
め
、
間
伐
材

等
の
森
林
資
源
を
有
効
利

用
す
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
す
。

　

�　

し
か
し
、
間
伐
材
は
そ
の

価
格
に
比
し
て
販
売
に
係
る

手
間
や
コ
ス
ト
が
掛
か
り
増

し
と
な
る
一
方
、
合
板
・
集

成
材
工
場
等
の
よ
う
に
木
材

民有林との森林共同施業
（徳島県那賀町六丁地域）

　

森
林
作
業
道

　

造
材
プ
ロ
セ
ッ
サ
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を
大
量
に
利
用
す
る
需
要
者

に
と
っ
て
は
、
市
場
等
を
通

じ
た
少
量
・
不
安
定
な
調
達

と
な
り
、
利
用
が
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
問
題

を
踏
ま
え
、
四
国
森
林
管
理

局
で
は
、
大
規
模
需
要
者
等

と
協
定
を
締
結
し
、
間
伐
材

を
大
量
か
つ
安
定
的
・
計
画

的
に
需
要
者
に
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
販
売
に
取
り
組
み
、

流
通
の
簡
素
化
や
中
間
コ
ス

ト
の
縮
減
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
間
伐
材
の
販
路
の
確
保

や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
な
ど
の

新
規
需
要
の
開
拓
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

③�　

治
山
事
業
・
森
林
整
備
事

業
に
お
け
る
間
伐
材
利
用
の

推
進

　

�　

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
資

源
循
環
社
会
の
形
成
等
に
資

す
る
観
点
か
ら
、
「
新
農
林

水
産
省
木
材
利
用
推
進
計

画
（
平
成
二
二
年
度
～
平
成

二
七
年
度
）
」
が
策
定
さ
れ
、

公
共
土
木
工
事
に
お
い
て
は

「
グ
リ
ー
ン
公
共
事
業
の
推

進
」
と
い
う
取
組
方
針
の
下

に
、
間
伐
材
等
木
材
利
用
の

拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

�　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、

こ
れ
を
踏
ま
え
治
山
事
業･

森
林
整
備
事
業
に
お
け
る
間

伐
材
等
木
材
利
用
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

④�　

木
の
文
化
を
支
え
る
林
産

物
の
供
給
の
取
組

　

�　

「
木
の
文
化
」
の
象
徴
で

あ
る
伝
統
的
木
造
建
造
物
を

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
継

承
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

資
材
を
安
定
的
に
供
給
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

様
の
理
解
と
協
力
を
得
て
森

林
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
た
め
、
四
国
森
林
管

理
局
で
は
、「
木
の
文
化
」
を

支
え
る
森
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
「
祖い

谷や

の
か
ず
ら
橋
・
架

け
替
え
資
材
確
保
の
森
」

協
定
及
び
「
伊い

よ

の

ふ

た

な

の

し

ま

予
之
二
名
島

古こ

事じ

の
森も

り

」
協
定
に
よ
る
森

づ
く
り
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

三�

、
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

の
た
め
の
森
林
整
備
の
推
進

　

�　

地
球
温
暖
化
防
止
を
は
じ

め
と
す
る
森
林
の
公
益
的
機

能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
地
域
の
特
色
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
、
単
層
状
態
の
人

工
林
の
広
葉
樹
林
化
、
針
広

混
交
林
化
、
長
伐
期
化
等
に

よ
り
多
様
な
森
林
へ
と
誘
導

す
る
森
林
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
治

山
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に

向
け
、
人
と
野
生
鳥
獣
と
の

共
存
に
向
け
た
取
組
や
原
生

的
な
天
然
林
等
の
保
全
を
推

進
し
ま
す
。

（
取
組
例
）

①�　

森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て

の
森
林
整
備
の
推
進

　

�　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、

国
内
の
森
林
吸
収
目
標
一
，

三
〇
〇
万
炭
素
ト
ン
の
目
標

達
成
に
向
け
て
、
吸
収
源
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林

を
効
果
的
か
つ
確
実
に
増
や

【
木
材
利
用
】
谷
止
工
残
存
型

枠
（
高
知
県
四
万
十
町
）

か
ず
ら
橋
架
け
替
え
資
材
の
供
給

（
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
）

間伐を必要とする森林
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す
た
め
に
、
間
伐
を
着
実
に

実
施
し
ま
す
。

　

�　

平
成
二
四
年
度
は
、
約
四
，

三
〇
〇
ha
の
除
伐
・
保
育
間

伐
等
を
行
い
ま
す
。

　

�　

今
後
も
、
個
々
の
森
林
の

も
つ
公
益
的
機
能
を
最
大

限
発
揮
す
る
効
率
的
な
森
林

整
備
を
計
画
し
て
着
実
な
森

林
吸
収
量
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

②�　

特
定
流
域
総
合
治
山
対
策

に
つ
い
て

　

�　

奥
山
か
ら
集
落
に
近
い
里

山
ま
で
の
流
域
全
体
の
保
全

や
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
四
国
森

林
管
理
局
と
四
国
各
県
が
連

携
し
て
、
国
有
林
と
民
有
林

を
一
体
と
し
た
計
画
を
策
定

し
、
連
絡
調
整
会
議
等
で
次

年
度
の
事
業
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
治
山
施
設
の
設
置
や

森
林
の
整
備
を
行
う
「
特
定

流
域
総
合
治
山
対
策
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

�　

平
成
二
四
年
度
は
、
高
知

県
土
佐
清
水
市
、
愛
媛
県
今

治
市
、
徳
島
県
三
好
市
、
香

川
県
ま
ん
の
う
市
の
四
カ
所

で
、
実
施
し
ま
す
。

③�　

新
た
な
民
有
林
直
轄
治
山

事
業
に
つ
い
て

　

�　

平
成
二
三
年
の
台
風
６
号

に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
、
高
知

県
安
芸
郡
北
川
村
の
民
有
林

三
地
区
（
平
鍋
、
小
島
、
大

谷
地
区
）
に
お
い
て
、
大
規

模
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
ま

し
た
。
崩
壊
土
砂
は
土
石
流

と
な
り
渓
岸
浸
食
を
起
こ
し

な
が
ら
流
出
し
、
下
流
域
の

国
道
四
九
三
号
等
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

�　

当
該
地
区
の
復
旧
に
当

た
っ
て
は
、
①
災
害
箇
所
が

大
規
模
で
あ
り
相
当
の
事
業

費
が
か
か
る
こ
と
、
②
災
害

復
旧
に
は
高
度
な
技
術
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
高
知

県
よ
り
、
国
の
直
轄
に
よ

る
治
山
事
業
の
新
規
着
手

へ
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
四
国
森
林

管
理
局
は
、
平
成
二
四
年
四

月
に
安
芸
森
林
管
理
署
に
奈

半
利
川
治
山
事
業
所
を
新
設

し
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
平

成
三
三
年
度
ま
で
の
一
〇

年
間
、
総
工
事
費
約
五
三
億

円
の
規
模
で
民
有
林
直
轄

治
山
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
全
体
計

画
で
は
、
土
砂
流
出
防
止

及
び
渓
岸
浸
食
防
止
の
目

的
で
治
山
ダ
ム
工
五
四
基
、

ま
た
、
崩
壊
の
拡
大
を
防

止
し
、
山
腹
斜
面
の
安
定
、

早
期
緑
化
を
図
る
目
的
で

山
腹
工
約
八
ha
を
実
施
し
、

地
域
の
安
全･

安
心
を
早

期
に
確
保
し
ま
す
。

④�　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
の

推
進

　

�　

近
年
、
四
国
の
東
南
部
・

西
南
部
を
中
心
に
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
農
林
業
・
自
然

植
生
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し

間伐を実施した森林

高知県北川村平鍋地区

中
型
の
囲
い
わ
な
に
よ
る
捕
獲

試
験
（
高
知
県
大
豊
町
）

て
い
ま
す
。
被
害
防
止
の
た

め
に
、
囲
い
わ
な
な
ど
の
技

術
開
発
や
捕
獲
に
よ
る
個
体

数
調
整
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
動

態
調
査
や
、
地
域
住
民
等
と

協
働
で
森
林
の
再
生
、
植
生

の
回
復
等
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

�　

平
成
二
四
年
度
の
取
組
と

し
て
、
わ
な
（
囲
い
わ
な
、

箱
わ
な
）
に
よ
る
捕
獲
期
間

及
び
捕
獲
箇
所
の
拡
大
や
捕


